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高知工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 応用情報処理
科目基礎情報
科目番号 6107 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 専攻科（一般・専門基礎共通科目） 対象学年 専1
開設期 集中 週時間数 2
教科書/教材 教科書：なし（Web教材を使用）
担当教員
到達目標
1. OSの仕組み・役割を理解する
2. コンピュータネットワークの仕組みを理解する
3. ネットワークセキュリティに対する基礎知識を身に着ける
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 OSの仕組み・役割を理解し，適切
なコマンド操作が行える OSの仕組み・役割を理解している OSの仕組み・役割を理解できてい

ない

評価項目2
コンピュータネットワークの仕組
みを深く理解しており，説明でき
る

コンピュータネットワークの仕組
みを理解している

コンピュータネットワークの仕組
みを理解できていない

評価項目3
ネットワークセキュリティに対す
る深い知識が身についており，説
明できる

ネットワークセキュリティに対す
る基礎知識が身についている

ネットワークセキュリティに対す
る基礎知識が身についていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標  , JABEE
教育方法等

概要

本科目は以下の内容を含む．
①サイバーセキュリティ分析をサポートするために必要な Windows（Linux）オペレーティングシステムの機能と特性
②ネットワークプロトコルおよびサービス運用の知識
③コンピュータネットワーク，ホスト，およびデータへの悪意のあるアクセス方法とそれを防ぐための方法を
④セキュリティインシデントの管理

授業の進め方と授業内
容・方法

本科目では，Ciscoによって提供されているWeb教材「CCNA サイバーセキュリティ運用コース」を用いて，eラーニン
グベースの授業を行う．

注意点 試験の成績60%，小テストの成績40%の割合で総合的に評価する．
本科目を受講する際には，OSやコンピュータネットワークに対する基礎知識があることが望ましい．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス CCNAの使い方を理解する

2週 サイバーセキュリティとは？ 「第1章　サイバーセキュリティとセキュリティオペレーシ
ョンセンター」の内容を理解する

3週 OSの基礎知識① 「第2章　Windowsオペレーティングシステム」の内容を
理解する

4週 OSの基礎知識② 「第3章　Linuxオペレーティングシステム」の内容を理解
する

5週 ネットワークの基礎学習① 「第4章　ネットワークプロトコルとサービス」の内容を理
解する

6週 ネットワークの基礎学習② 「第5章　ネットワークインフラストラクチャ」の内容を理
解する

7週 ネットワークの基礎学習③ 「第6章　ネットワークセキュリティの原則」の内容を理解
する

8週 ネットワークの基礎学習④ 「第7章　ネットワーク攻撃：詳細」の内容を理解する
9週 ネットワークの基礎学習⑤ 「第8章　ネットワークの保護」の内容を理解する

10週 情報セキュリティの学習および演習① 「第9章　暗号化と公開キーインフラストラクチャ」の内容
を理解する

11週 情報セキュリティの学習および演習② 「第10章　エンドポイントのセキュリティと分析」の内容
を理解する

12週 情報セキュリティの学習および演習③ 「第11章　セキュリティの監視」の内容を理解する
13週 情報セキュリティの学習および演習④ 「第12章　侵入データの分析」の内容を理解する
14週 情報セキュリティの学習および演習⑤ 「第13章　インシデントの対応と処理」の内容を理解する
15週 最終試験
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
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11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 小テスト 合計

総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 20 0 0 0 0 50
専門的能力 30 20 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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高知工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 技術者倫理
科目基礎情報
科目番号 6003 科目区分 一般 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 専攻科（一般・専門基礎共通科目） 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教科書：斉藤了文・坂下浩司「はじめての工学倫理」(昭和堂)      参考書：柴山知也「建設技術者の倫理と実践」(丸善)
担当教員
到達目標
【到達目標】
１．倫理学の基本的事項について説明ができる。
２．特別授業や事例研究における議論や考察を通じて，それぞれの分野の倫理綱領に照らして問題を整理し，倫理的に判断する態度を身につけ
る。
グループ調査および研究発表を通じて，主体的に技術者倫理の問題に取り組む姿勢を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
倫理学の基本的事項について正し
く理解しており，倫理的な課題に
適用することができる。

倫理学の基本的事項について説明
ができる。

倫理学の基本的事項について説明
ができない。

評価項目2

特別授業や事例研究における議論
や考察を通じて，それぞれの分野
の倫理綱領に照らして問題を整理
し，倫理的に正しく判断すること
ができる。

特別授業や事例研究における議論
や考察を通じて，それぞれの分野
の倫理綱領に照らして問題を整理
し，倫理的に判断する態度を身に
つけている。

特別授業や事例研究における議論
や考察を通じて，それぞれの分野
の倫理綱領に照らして問題を整理
し，倫理的に判断する態度を身に
つけていない。

評価項目3
グループ調査および研究発表を通
じて，主体的に技術者倫理の問題
に取り組み，倫理的に正しく判断
することができる。

グループ調査および研究発表を通
じて，主体的に技術者倫理の問題
に取り組む姿勢を身につけている
。

グループ調査および研究発表を通
じて，主体的に技術者倫理の問題
に取り組む姿勢を身につけていな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標  , JABEE
教育方法等

概要

最初に，倫理学の基本的な考え方を技術者倫理の入門という観点から講義する。次に，技術者倫理についての基礎的事
項を学習すると共に，企業経験豊かな教員が，その経験を活かし「設定された事例に関するグループ討議やディベート
等に基づく模擬体験」による講義を行う。加えて，企業等の現場の技術者等を外部講師として招いて，「社会で活躍中
の現役技術者の体験談に触れ質疑に参加すること」による講義を行う。これらを通して技術者として倫理的に何を考え
るかを学び，技術者倫理の基礎的素養を身につける。また，学生をグループ分けして，新聞等のニュースを技術者倫理
の立場から取り上げ，討議した結果を発表させることにより，より実践的な技術者倫理の学習を行う。

授業の進め方と授業内
容・方法

倫理学の教員と各専攻の企業経験豊かな教員等による講師グループに，企業等の現場の技術者等を外部講師として招い
て，輪番形式の授業を行う。授業は公開されており，担当以外の教職員の参観や討議への参加もある。
　前学期は，倫理学の学習(8週)，技術者倫理の体験学習(5週)，外部講師の特別授業(2週)の割合で実施する。

注意点

倫理学の学習(20%)，技術者倫理の体験学習(80%)の割合で評価する。倫理学の学習(20%)は，前学期末の定期試験に
もとづいて評価する。試験は百点満点で行う。その際，採点基準として，（１）独自性（originality），（２）論理的思
考（logical thinking），（３）表現力（power of expression）を重視する。換言すれば，課題に対する柔軟な思考が
大切である。技術者倫理の体験学習(80%)は，15回の授業における提出レポート等による各教員の評価(50%)と定期試
験(40%)，グループ調査・発表(10%)で評価を行う。
　技術者としての基本的な素養のひとつである「技術者倫理」に関して，実務に応用できる専門基礎知識として，倫理
学の基礎的な考え方の理解の程度，事例研究，グループ調査並びに発表等に対する取り組み姿勢，並びに各種の倫理綱
領を適切に事例に適用し判断する能力の程度を評価する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 現代社会における科学技術と倫理 現代社会における科学技術をめぐる倫理的問題について理
解する。

2週 現代社会における科学技術と倫理 現代社会における科学技術をめぐる倫理的問題について理
解する。

3週 倫理学の基本的な考え方（功利主義，義務倫理，徳倫理な
ど）

倫理学の基本的な考え方（功利主義，義務倫理，徳倫理な
ど）について理解する。

4週 倫理学の基本的な考え方（功利主義，義務倫理，徳倫理な
ど）

倫理学の基本的な考え方（功利主義，義務倫理，徳倫理な
ど）について理解する。

5週 倫理学の基本的な考え方（功利主義，義務倫理，徳倫理な
ど）

倫理学の基本的な考え方（功利主義，義務倫理，徳倫理な
ど）について理解する。

6週 ハイデガーの技術論と現代社会　－視点の転換に向けて－ ハイデガーの技術論の思索を参考にして、現代社会の根本
問題について理解する。

7週 ハイデガーの技術論と現代社会　－視点の転換に向けて－ ハイデガーの技術論の思索を参考にして、現代社会の根本
問題について理解する。

8週 現代の科学技術批判（フランクフルト学派の思想）　－主
体性の回復のために－

現代の科学技術批判（フランクフルト学派の思想）の要点
を理解する。

9週

技術者倫理の体験学習[9-13]：次の項目から選定する。
　　　1.　工学倫理の基礎知識
　　　2.　専門知識の研鑽：無駄な開発，現地ワーカから
抗議された
　　　3.　組織とエンジニア：チャレンジャー号事件，コ
ロンビア号事故
　　　4.　セクシャル・ハラスメント：職場でのセクシャ
ル・ハラスメント，米国三菱自動車訴訟
　　　5.　わいろ：賄賂，贈り物
　　　6.　企業の社会的責任：フォード・ピント事件
　　　7.　製造物責任：レガシィ・リコール事件
　　　8.　日航機ニアミス，信楽高原鉄道事故

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。
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10週

技術者倫理の体験学習[9-13]：次の項目から選定する。
　　　1.　工学倫理の基礎知識
　　　2.　専門知識の研鑽：無駄な開発，現地ワーカから
抗議された
　　　3.　組織とエンジニア：チャレンジャー号事件，コ
ロンビア号事故
　　　4.　セクシャル・ハラスメント：職場でのセクシャ
ル・ハラスメント，米国三菱自動車訴訟
　　　5.　わいろ：賄賂，贈り物
　　　6.　企業の社会的責任：フォード・ピント事件
　　　7.　製造物責任：レガシィ・リコール事件
　　　8.　日航機ニアミス，信楽高原鉄道事故

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

11週

技術者倫理の体験学習[9-13]：次の項目から選定する。
　　　1.　工学倫理の基礎知識
　　　2.　専門知識の研鑽：無駄な開発，現地ワーカから
抗議された
　　　3.　組織とエンジニア：チャレンジャー号事件，コ
ロンビア号事故
　　　4.　セクシャル・ハラスメント：職場でのセクシャ
ル・ハラスメント，米国三菱自動車訴訟
　　　5.　わいろ：賄賂，贈り物
　　　6.　企業の社会的責任：フォード・ピント事件
　　　7.　製造物責任：レガシィ・リコール事件
　　　8.　日航機ニアミス，信楽高原鉄道事故

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

12週

技術者倫理の体験学習[9-13]：次の項目から選定する。
　　　1.　工学倫理の基礎知識
　　　2.　専門知識の研鑽：無駄な開発，現地ワーカから
抗議された
　　　3.　組織とエンジニア：チャレンジャー号事件，コ
ロンビア号事故
　　　4.　セクシャル・ハラスメント：職場でのセクシャ
ル・ハラスメント，米国三菱自動車訴訟
　　　5.　わいろ：賄賂，贈り物
　　　6.　企業の社会的責任：フォード・ピント事件
　　　7.　製造物責任：レガシィ・リコール事件
　　　8.　日航機ニアミス，信楽高原鉄道事故

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

13週

技術者倫理の体験学習[9-13]：次の項目から選定する。
　　　1.　工学倫理の基礎知識
　　　2.　専門知識の研鑽：無駄な開発，現地ワーカから
抗議された
　　　3.　組織とエンジニア：チャレンジャー号事件，コ
ロンビア号事故
　　　4.　セクシャル・ハラスメント：職場でのセクシャ
ル・ハラスメント，米国三菱自動車訴訟
　　　5.　わいろ：賄賂，贈り物
　　　6.　企業の社会的責任：フォード・ピント事件
　　　7.　製造物責任：レガシィ・リコール事件
　　　8.　日航機ニアミス，信楽高原鉄道事故

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

14週
外部講師の特別授業[14-15]：
　　　1.　2名の外部講師による特別授業
　後学期は，技術者倫理の体験学習(6週)，発表会(3週
)，外部講師の特別授業(6週)の割合で実施する。

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

15週
外部講師の特別授業[14-15]：
　　　1.　2名の外部講師による特別授業
　後学期は，技術者倫理の体験学習(6週)，発表会(3週
)，外部講師の特別授業(6週)の割合で実施する。

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

16週

後期

1週

技術者倫理の体験学習[16-21]：次の項目から選定する。
　　　1.　事故調査：福島第一原発事故①
　　　2.　安全と設計：福島第一原発事故②
　　　3.　専門家の責任：シティコープタワー，環境に配
慮したデンソーのカーエアコン
　　　4.　倫理規定：原発用原子炉圧力容器のゆがみ矯正
　　　5.　工程管理：雪印乳業集団食中毒事件，JOC臨界
事故
6.　維持管理：ボパール，東京電力トラブル隠し
　　　7.　知的財産権： 遺伝子スパイ事件，技術情報の囲
い込み　IBM産業スパイ事件
　　　8.　内部告発：ギルベイン・ゴールド，グッドリッ
チ社のブレーキ開発
　　　9.　企業秘密を守る：転職のモラル　新潟鉄工事件
，守秘義務と公衆の福利

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

2週

技術者倫理の体験学習[16-21]：次の項目から選定する。
　　　1.　事故調査：福島第一原発事故①
　　　2.　安全と設計：福島第一原発事故②
　　　3.　専門家の責任：シティコープタワー，環境に配
慮したデンソーのカーエアコン
　　　4.　倫理規定：原発用原子炉圧力容器のゆがみ矯正
　　　5.　工程管理：雪印乳業集団食中毒事件，JOC臨界
事故
6.　維持管理：ボパール，東京電力トラブル隠し
　　　7.　知的財産権： 遺伝子スパイ事件，技術情報の囲
い込み　IBM産業スパイ事件
　　　8.　内部告発：ギルベイン・ゴールド，グッドリッ
チ社のブレーキ開発
　　　9.　企業秘密を守る：転職のモラル　新潟鉄工事件
，守秘義務と公衆の福利

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。
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3週

技術者倫理の体験学習[16-21]：次の項目から選定する。
　　　1.　事故調査：福島第一原発事故①
　　　2.　安全と設計：福島第一原発事故②
　　　3.　専門家の責任：シティコープタワー，環境に配
慮したデンソーのカーエアコン
　　　4.　倫理規定：原発用原子炉圧力容器のゆがみ矯正
　　　5.　工程管理：雪印乳業集団食中毒事件，JOC臨界
事故
6.　維持管理：ボパール，東京電力トラブル隠し
　　　7.　知的財産権： 遺伝子スパイ事件，技術情報の囲
い込み　IBM産業スパイ事件
　　　8.　内部告発：ギルベイン・ゴールド，グッドリッ
チ社のブレーキ開発
　　　9.　企業秘密を守る：転職のモラル　新潟鉄工事件
，守秘義務と公衆の福利

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

4週

技術者倫理の体験学習[16-21]：次の項目から選定する。
　　　1.　事故調査：福島第一原発事故①
　　　2.　安全と設計：福島第一原発事故②
　　　3.　専門家の責任：シティコープタワー，環境に配
慮したデンソーのカーエアコン
　　　4.　倫理規定：原発用原子炉圧力容器のゆがみ矯正
　　　5.　工程管理：雪印乳業集団食中毒事件，JOC臨界
事故
6.　維持管理：ボパール，東京電力トラブル隠し
　　　7.　知的財産権： 遺伝子スパイ事件，技術情報の囲
い込み　IBM産業スパイ事件
　　　8.　内部告発：ギルベイン・ゴールド，グッドリッ
チ社のブレーキ開発
　　　9.　企業秘密を守る：転職のモラル　新潟鉄工事件
，守秘義務と公衆の福利

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

5週

技術者倫理の体験学習[16-21]：次の項目から選定する。
　　　1.　事故調査：福島第一原発事故①
　　　2.　安全と設計：福島第一原発事故②
　　　3.　専門家の責任：シティコープタワー，環境に配
慮したデンソーのカーエアコン
　　　4.　倫理規定：原発用原子炉圧力容器のゆがみ矯正
　　　5.　工程管理：雪印乳業集団食中毒事件，JOC臨界
事故
6.　維持管理：ボパール，東京電力トラブル隠し
　　　7.　知的財産権： 遺伝子スパイ事件，技術情報の囲
い込み　IBM産業スパイ事件
　　　8.　内部告発：ギルベイン・ゴールド，グッドリッ
チ社のブレーキ開発
　　　9.　企業秘密を守る：転職のモラル　新潟鉄工事件
，守秘義務と公衆の福利

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

6週

技術者倫理の体験学習[16-21]：次の項目から選定する。
　　　1.　事故調査：福島第一原発事故①
　　　2.　安全と設計：福島第一原発事故②
　　　3.　専門家の責任：シティコープタワー，環境に配
慮したデンソーのカーエアコン
　　　4.　倫理規定：原発用原子炉圧力容器のゆがみ矯正
　　　5.　工程管理：雪印乳業集団食中毒事件，JOC臨界
事故
6.　維持管理：ボパール，東京電力トラブル隠し
　　　7.　知的財産権： 遺伝子スパイ事件，技術情報の囲
い込み　IBM産業スパイ事件
　　　8.　内部告発：ギルベイン・ゴールド，グッドリッ
チ社のブレーキ開発
　　　9.　企業秘密を守る：転職のモラル　新潟鉄工事件
，守秘義務と公衆の福利

技術者倫理の体験学習を通して，倫理的に判断することが
できるようになる。

7週 調査発表会[22-24]： 調査発表会を通じて，主体的に技術者倫理の問題を考え
，倫理的に判断することができるようになる。

8週 調査発表会[22-24]： 調査発表会を通じて，主体的に技術者倫理の問題を考え
，倫理的に判断することができるようになる。

9週 調査発表会[22-24]： 調査発表会を通じて，主体的に技術者倫理の問題を考え
，倫理的に判断することができるようになる。

10週 外部講師の特別授業[25-30]：
　　　1.　6名の外部講師による特別授業

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

11週 外部講師の特別授業[25-30]：
　　　1.　6名の外部講師による特別授業

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

12週 外部講師の特別授業[25-30]：
　　　1.　6名の外部講師による特別授業

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

13週 外部講師の特別授業[25-30]：
　　　1.　6名の外部講師による特別授業

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

14週 外部講師の特別授業[25-30]：
　　　1.　6名の外部講師による特別授業

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

15週 外部講師の特別授業[25-30]：
　　　1.　6名の外部講師による特別授業

外部講師の特別授業を通して，倫理的に判断することがで
きるようになる。

16週
評価割合

試験 発表 提出レポート等 合計
総合評価割合 52 8 40 100
基礎的能力 20 0 0 20
専門的能力 32 8 40 80
分野横断的能力 0 0 0 0
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mishi
タイプライタ
出典「平成31年度 高専Webシラバス」



資料8-1-⑤-(1)-01
「専攻科修了要件及び成績評価」
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四角形

mishi
直線

mishi
直線

mishi
四角形
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K. Nagato
タイプライターテキスト
出典「2019年度専攻科生の手引き」

mishi
四角形

mishi
四角形



資料8-1-⑤-(2)-01

「専攻科生成績一覧表」
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K. Nagato
タイプライターテキスト

K. Nagato
タイプライターテキスト

K. Nagato
タイプライターテキスト

K. Nagato
タイプライターテキスト

mishi
タイプライタ
出典「平成30年度専攻科後期成績一覧表」



平成 30 年 3 月 19 日 
本科 4，5 年および Z 専攻 JABEE 科目担当教員 各位 

JABEE プログラム責任者 
建設工学専攻 

過去 2 年間の学習・教育目標の達成を証明する資料等の保存について 

平成 30 年度には「建設工学」プログラムの JABEE 継続審査が行われます。JABEE 審査におい

ては，学習・教育目標の達成を証明する資料等は「JABEE BOX」に入れて整理し，保管すること

になっております。

以下に，資料等保存に関するガイドラインをお示しいたします。本科 4，5 年および Z 専攻の

JABEE 関連科目をご担当されているの先生方には，通年科目については平成 28 年度および平成

29 年度（前期終了科目については平成 30 年度まで）の成績評価資料を，このガイドラインに沿

って「JABEE BOX」に整理していただきますよう，ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

基本的な考え方

１．ボックス整備書類の基準

① 成績評価が，教育プログラムで設定する妥当な水準であることが理解できること。

② シラバス通りの評価であることが証明できること。

③ 高専のように多数回の試験等で合否を判定している場合，それらの試験等の結果をどのよ

うに考慮して評価しているかを明確にし，使用した代表的な評価資料について，少なくと

も合格最低ラインのものを提示していること。

④ 高専では 4 回の定期試験のうち，最終成績算出の根拠として，学年末（又は学期末）の定

期試験をその科目のレベルを示す代表的な資料として保存しておくこと。

２．ボックスを所定の場所に保管する理由

① 紛失を避け，確実に資料を残すため。

② 授業改善のために他者の資料を参考にすることができるようにするため。

③ 情報公開に迅速に対応するため。

３．ボックス管理の前提条件

① 資料室を確実に施錠し，機密性が保たれること。

② ボックスの内容を第３者がチェックし，不備を指摘すること。

以上のような考えから，ボックスの内容，実施・管理方法を次のように定めています。

資料8-1-⑤-(3)-01 

「授業時間以外の学修についての評価を確認するための資料の提出について」
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１．ボックスの内容

（注）上記の⑤は，学年末定期試験の合格水準が「教育プログラム側が設定する妥当な水準」を

表す代表的な例とするものであって，個別の学生についての「学年末の合格水準」を示す

ものではありません。したがって，学年末試験が 60 点以下であっても，総合評価で 60 点

以上もあり得ますし，その逆もあり得ます。

２．実施および管理方法

① ボックスの整理は授業担当者が，年１回，年度末に行うことを原則とする。

② 整理されたボックスはＺ科資料室へ提出して下さい。（以前のものは、総務科企

画係で保管されています。ラベルはＺ科で作成したものが資料室にあります。）

③ チェックシート（別添）をプログラム責任者に提出する。

④ 更新されたボックスは，担当者がその内容をチェックし，不備なものについては

改善を求める。

なお，ボックス整理の締切日は，メールでご連絡します。

◎ご不明な点は，担当者（ ）までお問い合わせ下さい。

「必ず必要」

① シラバス（授業の１回目に学生へ配布したもの）

② 学年成績を算出した一覧表（例えば，Excel シートのプリントアウト）

③ 学年成績を算出した方法を記載した説明書（A4，様式自由）

④ 全定期試験問題の模範解答

⑤ 60 点以上の学年(学期)末試験の答案（最下位から５名分）

⑥ 最高得点の学年(学期)末試験の答案（１名分） 

「求めに応じて提出」・・・各自保管

① 教科書

② 参考書

③ 配布資料

④ 講義ノートまたはそれに準じるもの

⑤ 定期試験の答案（全員分）

⑥ 小テスト，模範解答，代表的な答案

⑦ レポートの課題を記載したもの，代表的なレポート

⑧ その他提出物の課題を記載したもの，代表的な提出物

⑨ 出席，遅刻などの一覧表（教務手帳のコピー）
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ボックス内容のチェックシート

プログラム名 機械・電気工学  物質工学  建設工学  ○で囲む

科目名 学習・教育到達目標 A  B  C  D  E  F 

担当者氏名 所 属

提出年月日 年  月  日 再提出年月日 年  月  日

※ボックスの整理を終えた時点で，このシートをプログラム責任者にご提出下さい。 

番号 内 容 チェック ○印 

① シラバス（授業の１回目に学生へ配布したもの）

②
学年成績を算出した一覧表（例えば，エクセルシートの

プリントアウト）

③
学年成績を算出した方法を記載した説明書

（A4，様式自由） 

④ 定期試験問題の模範解答（回数分）

⑤ 60 点以上の学年(学期)末試験の答案（最下位から 5 名分） 

⑥ 最高得点の学年(学期)末試験の答案（1 名分） 

提出者コメント（資料の説明など）

審査員コメント（チェック結果など）

出典「過去2年間の学習・教育目標の達成を
　　　証明する資料等の保存の依頼文書」 
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専攻科生の成績評価、単位認定基準および専攻科修了要件の認知状況調査 平成31年1月7日

２年生（19名）
完全に理解し
ている

だいたい理解
している

あまり理解し
ていない

全く理解して
いない

①専攻科授業科目の成績評価の基準（方
法）について理解しているか 4 15 0 0

②専攻科授業科目の単位認定の基準につ
いて理解しているか 9 10 0 0

③専攻科の修了要件について理解してい
るか 6 12 1 0

1年生（17名）
完全に理解し
ている

だいたい理解
している

あまり理解し
ていない

全く理解して
いない

①専攻科授業科目の成績評価の基準（方
法）について理解しているか 2 12 0 0

②専攻科授業科目の単位認定の基準につ
いて理解しているか 5 9 0 0

③専攻科の修了要件について理解してい
るか 6 11 0 0

資料8-1-⑤-(5)-01
「成績評価、単位認定基準および専攻科修了要件の認知状況」
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K. Nagato
タイプライターテキスト
出典「2019年度専攻科生成績評価、単位認定基準
　　および専攻科修了要件の認知状況調査」



～～～～～～～（中略）～～～～～～～ 

～～～～～～～（後略）～～～～～～～ 

資料8-1-⑥-(1)-01
「専攻科の修了年限」
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四角形

mishi
タイプライタ
出典「学生便覧（高知工業高等専門学校学則）」



平成３０年度専攻科修了判定会議議事要旨 

日 時 平成３１年３月８日（金） ９：４０ ～ ９：５０ 

場 所 図書館棟 １階 視聴覚室 

議 長   校長 

司 会   専攻科長 

委 員   教務主事 

  学生主事 

  寮務主事 

  機械・電気工学専攻主任 

   機械・電気工学専攻副主任 

  物質工学専攻主任 

  建設工学専攻主任 

  事務部長 

幹 事   教務主事補佐 

  学生課長 

  学生課長補佐 

  教務係長 

議 題 

【審議事項】 

１．平成３０年度修了判定について 

長門専攻科長から、各専攻２年生の必修科目及び必修選択科目の単位、及び累積修得

単位の修得状況について説明が行われた。その後、修了要件に基づき審議の結果、専攻

科２年生対象者全員を修了有資格者とすることが承認された。 

 専 攻 在籍者  対象者  修了有資格者 

機械・電気工学専攻  （７名） （６名） （６名） 

物 質 工 学 専 攻  （３名） （３名） （３名） 

建 設 工 学 専 攻  （１３名） （１３名） （１３名） 

計 （２３名） （２２名） （２２名） 

授業料未納者（ ０名） 

資料8-1-⑥-(3)-01

「専攻科修了判定に関する審議事項」
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mishi
タイプライタ
出典「平成30年度専攻科修了判定会議事要旨」

mishi
四角形



～～～～～～（中略）～～～～～～ 

～～～～～～（中略）～～～～～～ 

～～～～～～（中略）～～～～～～ 

～～～～～～（中略）～～～～～～ 

資料8-2-①-(1)-01

「専攻科学生募集要項 」
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四角形
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四角形
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～～～～～～（中略）～～～～～～ 

～～～～～～（中略）～～～～～～ 
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～～～～～～（中略）～～～～～～ 

～～～～～～（中略）～～～～～～ 

～～～～～～（後略）～～～～～～ 
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mishi
タイプライタ
出典「2020年度専攻科学生募集要項」 抜粋

mishi
四角形

mishi
四角形



1-2-6 

- 1 -

   高知工業高等専門学校入試委員会規則 

制  定 平成 ８年 ３月 ７日

一部改正 平成２８年 ２月１８日 

 （設置） 

第１条 高知工業高等専門学校に、高知工業高等専門学校入試委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は、入学者選抜に関する事項を審議することを目的とする。 

（審議事項） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 

(１) 入学者選抜に係る重要事項の企画及び決定に関すること。 

(２) 入学者選抜に関する担当係員の委嘱に関すること。 

(３) 入学者の選考及び決定に関すること。 

(４) その他入学者選抜に関し、委員長が必要と認められる事項 

（組織） 

第４条 委員会は、次の委員で組織する。 

(１) 校長 

(２) 教務主事、学生主事及び寮務主事 

(３) 専攻科長及び副専攻科長 

 (４)  ソーシャルデザイン工学科長、基礎教育長、副基礎教育長及び各コース長 

(５) 事務部長 

(６) その他校長が認めた者 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を主宰する。 

 （委員以外の出席） 

第６条 委員長は必要に応じて、委員以外の者を出席させることができる。 

 （事務） 

第７条 委員会に関する事務は、学生課において処理する。 

   附 則 

１ この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 高知工業高等専門学校入学者選抜運営委員会規則（昭和４３年１０月１日制走）は、廃止

する。 

   附 則 

この規則は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規則は、平成１６年４月５日から施行し、平成１６年４月１日から適用する。

   附 則 
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この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

   附 則 

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。
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平成３１年２月２７日

平成３０年度第２回機械・電気工学専攻合同会議議事録

日時：平成３１年２月２４日（日）発信メール会議

発信先： 

M 科：  

E 科：  

【審議事項】 

１．ME 専攻２年生特別研究評価の審議について 

１月１９日（土）に実施した ME 専攻２年生特別研究発表の総合評価及び，特別研究論文評価

の集計による特別研究の審査を行った． 

対象となる２年生６名は，特別研究評価ガイドラインの， 

 最終評価については，研究の取り組みの評価，論文評価の平均及び発表総合評価の平均点

で評価する．

 研究取り組みの評価，論文評価の平均及び発表総合評価がそれぞれ３以上を合格とする． 

をすべて満たしており，全員合格が承認された． 
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平成 29 年度 第 1 回アクティブラーニング教育センター連絡会 議事録 

１．日 時 平成 29 年 5 月 2 日（火）16:30 から 17:30 

２．場 所 管理棟 2F 中会議室 

３．出席者     

委 員  

  

幹 事  

４．議題 

（１）平成 29 年度の活動について 

(a)授業評価アンケート日程 

実施方法：Web 入力によるアンケート。 

開示方法：Web でのグラフと教員のコメントを開示。教員によるコメント入力と開示（通年開

講科目では，後期に前期との比較から，改善効果等についてコメント）。 

前学期（6/19-7/6、教員コメント入力期限 7/14、学生開示 7/18-7/26） 

後学期（12/11-12/24、教員コメント入力期限 1/12、学生開示 1/15-2/2） 

日程等の原案了承。 

 委員から，学生の自由記述意見の追加など調査内容の見直し提案があり，センター長，副

センター長および 委員の 4 名で検討することとなった。 

(b)教員による相互授業参観日程（7/3-7/21） 

期間中全授業を教員が相互参観，参観後に感想等を教育支援システムより登録 

複数の授業を参観してほしい。 

(c)新任教員の FD 研修 

対象教員：本校着任以前に授業経験が 3 年未満の教員。 

実施方法：アドバイス教員が対象教員の授業を参観し，報告書を作成後，報告会を実施する。 

アドバイス教員の人選は，対象教員の希望をふまえてセンター長が調整すること了承。 

会議後に 先生， 先生にお引き受け頂いた。。 

(d)ＦＤ研修会など 

ＳＰＯＤ講師派遣によるＦＤ研修（本校アクティブラーニング室 9/5 13:30 から） 

「アクティブラーニング実践（試験紙法）」 

高知大学大学教育創造センター  先生

（２）卒業生・修了生アンケート，企業アンケートの概要と分析依頼（H28 年度実施分）（別紙） 

対象教員 アドバイス教員 

先生 先生 

先生 先生 
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学生向け：H22，24，26 年度本科卒業生・専攻科修了生対象 

本科卒業生で専攻科修了生の重複分除き 436 名宛送付：未着数 56（12.8%） 

Google Form による WEB アンケートで回答する方式：回答 39 名（送付数に対し 8.9%） 

本科 M : 8 E : 17 C : 4 Z : 6 計 35 名 

専攻科 ME : 3 C : 0 Z : 1 計  4 名 

企業向け：H29/3/3 の企業合同説明会で 150 社に配布。後日回収。のべ 117 社から回答 

WEB 調査への移行，企業合同説明会で調査用紙配布により，実施コストが低減できた。 

 卒業生・修了生の回答は回答者数が少ないため，学科ごとの分析は不適切。全体としてセンタ

ー長が分析する。 

企業分は，関連業種ごとに旧専門学科所属委員に割り当てて分析する。 

（３）アクティブラーニングセンター規則改正について（審議）（別紙） 

学内 FD 担当の主体部署としての業務を明文化する。 

他の規則の記述書式に合わせる必要があれば事務サイドで変更することも含めて原案了承。 

（４）その他 

(a) 第 11 回国際工学教育研究集会（ISATE2017）（徳山高専取りまとめ 9/19-21＠シンガポール） 

教員が学生とともに参加で手続中 

次回開催：平成 29 年 後学期（予定） 
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